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 資料３  

環境中のＰＣＢ濃度レベルに関するモニタリングデータ等 

 

１．公共用水域水質測定結果 

 公共用水域の水質の測定は、「水質汚濁防止法」の規定に基づき、昭和４６年

度以来、水質汚濁に係る環境基準が定められている項目を中心に、全国の都道

府県が毎年定める測定計画に従って、都道府県、水質汚濁防止法政令市のほか、

一級河川のうち国の直轄管理区間については、国土交通省地方整備局等によっ

て実施されている。 

 平成２２年度は、ＰＣＢについては２，４４８地点において測定されている。 

過去２０年間（平成３～２２年度）の水質測定結果において、環境基準※１を

超過した事例は、平成８年度に１事例あった。 

 

２．化学物質環境実態調査結果 

 「化学物質環境実態調査－化学物質と環境－」は、昭和４９年度より開始し

た化学物質環境実態調査の結果などを取りまとめた出版物であり、毎年公表し

ている。そのうち、モニタリング調査は、「残留性有機汚染物質に関するストッ

クホルム条約」の対象物質及びその候補となる可能性のある物質並びに「化学

物質の審査及び製造等の規制に関する法律」の特定化学物質等のうち、環境残

留性が高く環境残留実態の推移の把握が必要な物質を経年的に調査することを

目的とし、全国の都道府県及び政令指定都市に試料採取を委託し、民間分析機

関において分析を実施している。 

平成２１年度は、水質４９地点、底質６４地点、生物のうち魚類１８地点、

貝類７地点、鳥類２地点において調査されている。 

過去２０年間（平成２～２１年度）の水質調査結果において、環境基準※１を

超過した事例はなかった。また、底質、生物の調査結果においても、底質の暫

定除去基準値※２、魚介類の暫定的規制値※３を超過した事例はなかった。 

 

※１ 環境基準：検出されないこと（検出限界０．５μｇ/Ｌ） 

※２ 底質の暫定除去基準値：１０ｐｐｍ 

※３ 食品中に残留するＰＣＢの暫定的規制値 

内海内湾（内水面を含む。)魚介類（可食部）：３ｐｐｍ 

 

＜参考＞ １μｇ/ｇ＝１ｐｐｍ、１μｇ/Ｌ＝０．００１ｐｐｍ 
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表１．公共用水域水質測定結果（ＰＣＢ、平成３年度～平成２２年度） 

年度 測定検体数 
環境基準を超

える検体数 

H3 3,823 0 

H４ 3,803 0 

H5 3,821 0 

H6 4,012 0 

H7 4,109 0 

H8 4,115  1※ 

H9 4,051 0 

H10 4,014 0 

H11 4,131 0 

H12 4,015 0 

H13 3,951 0 

H14 3,804 0 

H15 3,690 0 

H16 3,750 0 

H17 3,666 0 

H18 3,467 0 

H19 3,539 0 

H20 3,470 0 

H21 3,441 0 

H22 3,407 0 

 

水質：環境基準超過事例は平成８年度に１事例 

（環境基準：検出されないこと（検出限界０．５μｇ/Ｌ））  

  

※兵庫県 下里川北条橋   

 最大値：０．８μｇ/Ｌ、平均値：－  

 （環境基準値を超える検体数）/（総検体数）＝１/２  

 原因：原因不明  

 対策：公共用水域の監視強化 
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表２．化学物質環境実態調査結果（ＰＣＢ、平成２年度～平成２１年度） 

※最高濃度が検出された魚は「スズキ」のみであった 

※「生物モニタリング」（昭和５３～平成１３年度）、「水質・底質モニタリング」

（昭和６１～平成１３年度）、「モニタリング調査」（平成 1４年度～）、「有害

化学物質汚染実態追跡調査」（昭和６０～平成４年度）又は「非意図的生成化

学物質汚染実態追跡調査」（平成５～１３年度)のデータをまとめた。 

※本調査で用いた分析法は、環境中の化学物質の残留状況を把握することを目

的としたものであり、水質環境基準告示に定められた測定方法とは異なる。 

貝   ０．０２       ～ ０．０７

魚   ０．０１       ～ ０．７３

鳥   １．００       ～ ２．００

貝   ０．０２       ～ ０．０６

魚   ０．０１       ～ ０．７７

鳥   ２．０       　～ ３．３

貝   ０．０１       ～ ０．０４

魚   ０．０１       ～ ０．５３

鳥   ０．７９     　～ １．４０

貝   ０．０１       ～ ０．０３

魚   ０．０１       ～ ０．８７

鳥   ０．６６     　～ ０．８７

貝   ０．０１       ～ ０．０２

魚   ０．０１       ～ ０．３３

鳥

貝   ０．０１       ～ ０．１１

魚   ０．０１       ～ ０．２４

鳥   ０．１４       ～ ０．６７

貝   ０．０１       ～ ０．０４

魚   ０．０１       ～ ０．４５

鳥   ０．０１       ～ ０．０５

貝   ０．０１       ～ ０．０３

魚   ０．０１       ～ ０．３７

鳥

貝   ０．０２　     ～ ０．０９

魚   ０．０１       ～ ０．２９

鳥   ０．０１       ～ ０．０２

貝   ０．０１　     ～ ０．０５

魚   ０．０１       ～ ０．７８

鳥   ０．０１       ～ ０．０２

貝   ０．０２       ～ ０．０４

魚   ０．０１       ～ ０．９５

鳥   ０．０１       ～ ０．０２

貝   ０．０４       ～ ０．０７

魚   ０．０１       ～ ０．４０

鳥   ０．０３       ～ ０．１７

貝 　０．０００２   ～ ０．１６

魚 　０．００１５   ～ ０．５５

鳥 　０．００４８   ～ ０．０２２

貝 　０．００１０   ～ ０．１３

魚 　０．０００８７ ～ ０．１５

鳥 　０．００６８   ～ ０．０４２

貝 　０．００１５   ～ ０．１５

魚 　０．０００９９ ～ ０．５４

鳥 　０．００５９   ～ ０．０１３

貝 　０．０００９２ ～ ０．０８５

魚 　０．０００８０ ～ ０．５４

鳥 　０．００５６   ～ ０．０１９

貝 　０．０００６９ ～ ０．０７７

魚 　０．０００９９ ～ ０．３１

鳥 　０．００５６   ～ ０．０４８

貝 　０．０００９８ ～ ０．０６６

魚 　０．０００７９ ～ ０．５３

鳥 　０．００３９   ～ ０．０１５

貝 　０．０００８７ ～ ０．０６９

魚 　０．００１２   ～ ０．３３

鳥 　０．００３０   ～ ０．０５６

貝 　０．０００７８ ～ ０．０６２

魚 　０．０００８４ ～ ０．２９

鳥 　０．００３９   ～ ０．００９５

H２０
  ０．００００２７
～ ０．００４３

  ０．００００２２
～ ０．６３

H２１
  ０．００００１４
～ ０．００３９

  ０．００００１７
～ １．７

０．００００００１
～０．００００００６

０．００００００１
～０．０００００２

０．００００００４
～０．０００００１４

０．００００００４
～０．０００００４

H１８
  ０．００００１５
～ ０．００４３

  ０．００００３６
～ ０．６９

H１９
  ０．００００１２
～ ０．００２７

  ０．００００１９
～ ０．８２

０．００００００１
～０．００００００７

０．００００００２
～０．００００００５

０．００００００３
～０．０００００２

０．００００００４
～０．０００００１５

H１６
  ０．０００１４
～ ０．００４４

  ０．００００３８
～ １．３

H１７
  ０．０００１４
～ ０．００７８

  ０．００００４２
～ ０．６９

０．００００００２
～０．０００００４

０．０００００００９
～０．０００００２

０．００００００４
～０．００００１０

０．００００００２８
～０．０００００７

H１４
  ０．００００６０
～ ０．０１１０

　０．００００３９
～ ０．６３

H１５
  ０．０００２３
～ ０．００３１

  ０．００００３９
～ ５．６

０．０００００００６
～０．００００００３

０．０００００００７
～０．０００００２

０．００００００１８
～０．００００００９

０．００００００３
～０．０００００６

H１１

H１２
　０．００００４２

～ ０．７５

H１３
　０．００００６３

～ ０．５１

０．００００９５
～０．００８４

０．００００１１
～ ０．００３３

０．０００００００３
～０．００００３０

H９
０．０１
～０．２

０．０１

　０．０２

H１０

H７
０．０８０
～０．３３

０．０１

H８
０．０１０
～０．３４

０．０１

H３

H４

H５
０．０８０
～０．３５

０．０１

H６
０．３８
～１．４

０．０１

定量下限値

H２

年度

水質　（μｇ/L） 底質　（μｇ/ｇ－ｄｒｙ） 生物（貝類・魚類・鳥類）　（μｇ/ｇ－wet）

０．０１

魚の
最高濃度
検出箇所

検出範囲 検出下限値 定量下限値 検出範囲 検出下限値 定量下限値 対象 検出範囲 検出下限値

０．０００００００３
～０．００００１０

０．０００００００７
～０．００００００５

０．００００００２
～０．０００００２

０．０００００００６
～０．００００００６

０．００００００１
～０．００００００６

０．０００００００５
～０．００００００２

０．０００００００８
～０．００００００４

０．０００００００５
～０．００００００３

０．００００００１
～０．００００００４

０．００００００２１
～０．０００００１５

０．００００００４
～０．０００００６

０．００００００２
～０．０００００２

０．００００００１６
～０．０００００１８

０．００００００１６
～０．００００００７

０．００００００３
～０．０００００１

０．００００００１３
～０．００００００７

０．００００００３
～０．００００００９

０．０００００００２
～０．００００００５

０．００００００４
～０．０００００１

０．００００００６９
～０．０００００３７

０．００００００６１
～０．０００００６１

０．００００００６
～０．０００００４９

０．００００００６
～０．０００００２

０．００００００４
～０．０００００３

０．００００００５
～０．０００００２

０．００００００５
～０．０００００２

０．０１

０．０１

０．０１

０．０１

０．０１

０．０００００１２
～０．０００００６

０．０１

０．０１

０．０１

０．０１

０．０００００１２
～０．０００００３

０．０００００２１
～０．００００１１

    川崎港

０．０００００２１
～０．００００１８

０．０００００１８
～０．００００１５

０．０００００１７
～０．０００００６

    川崎港

    東京湾

０．０００００１１
～０．０００００８

０．０００００１３
～０．０００００７

    大阪湾

  －

   大阪湾

    東京湾

    大阪湾

    東京湾

    東京湾

    東京湾

    大阪湾

    大阪湾

    大阪湾

    東京湾

   大阪湾

    大阪湾

    大阪湾

    大阪湾

    東京湾

瀬戸内
（広島湾）
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３．今後収集予定の情報 

 以下の情報源の中で、ＰＣＢについて調査している情報を収集・整理する。 

 

（１）化管法対象物質見直し時に収集したモニタリングデータ 

①：化学物質環境実態調査 

②：公共用水域水質測定 

③：有害大気汚染物質モニタリング調査 

④：フロン等オゾン層影響微量ガス監視調査 

⑤：アスベスト大気濃度調査 

⑥：ダイオキシン類の排出量の目録 

 

（２）化学物質の環境リスク初期評価にて収集する環境実測データ等 

・行政機関による調査 

 (ｱ) 環境省 

①化学物質環境実態調査（化学物質と環境） 

②内分泌攪乱化学物質環境実態調査 

③水質調査（地下水を含む） 

④公共用水域水質調査結果（環境基準項目） 

⑤要監視項目調査結果（要監視項目） 

⑥水環境中の要調査項目存在状況調査（要調査項目） 

⑦大気調査 

⑧有害大気汚染物質モニタリング調査 等 

(ｲ) その他の機関 

⑨厚生労働省：水道統計 水質編 

⑩国土交通省：水環境における内分泌撹乱物質に関する実態調査結果 

⑪地方公共団体が独自で実測したデータ 等 

・既存知見 

⑫（独）科学技術振興機構：JDreamII 

⑬インターネット検索 等 

 

（３）その他 

 環境への排出形態及び排出源、環境中運命挙動、環境中濃度レベルの原因等 

に関する関係知見の文献等について収集・整理する。 

 


